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◆	第１回度会町議会定例会
◆	各種ワクチン接種費用助成事業
◆	すべての町税 コンビニ納付可能
◆	職員の人事異動
◆	電気柵資材の購入補助



平成２３年第１回度会町議会定例会が、去る３月１０日か
ら１６日までの７日間で開催され、平成２３年度当初予算案
や平成２２年度補正予算案、条例改正案などについて審議し、
それぞれ原案どおり可決・承認されました。

平成23年第１回
度会町議会定例会を開催

平
成
19
年
６
月
に
町
民
の
皆
さ

ん
の
ご
支
援
を
い
た
だ
き
、
町
長

に
就
任
し
て
か
ら
４
年
に
わ
た
り
、

町
政
を
担
当
さ
せ
て
い
た
だ
い
て

き
ま
し
た
が
、
よ
く
「
光
陰
矢
の

ご
と
し
」
と
言
う
と
お
り
、
本
当

に
あ
っ
と
い
う
間
に
過
ぎ
た
感
が

あ
り
ま
す
。
こ
の
間
、
わ
た
し
は

町
民
の
皆
さ
ん
と
の
対
話
を
中
心

に
、
意
見
を
反
映
し
、
少
し
で
も

多
く
の
方
々
が
町
政
へ
の
参
加
意

識
を
持
っ
て
い
た
だ
く
よ
う
な

「
わ
か
り
や
す
い
政
治
」
を
目
指

し
て
き
ま
し
た
。
ま
た
、
自
主
財

源
の
乏
し
い
わ
が
町
に
あ
っ
て
は

「
創
意
と
工
夫
に
よ
る
企
画
力
を

重
視
し
た
活
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
」

「
郷
土
愛
を
育
み
な
が
ら
、
自
立

あ
る
持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り
」

を
施
策
の
基
本
と
し
て
、
各
種
事

業
を
進
め
て
き
ま
し
た
。

公
約
の
１
つ
と
し
ま
し
た
「
町

長
と
語
ろ
う
ふ
れ
あ
い
ト
ー
ク
」

を
、
各
地
区
で
こ
れ
ま
で
に
２
回

開
催
し
、
土
・
日
曜
の
昼
間
で
し

た
が
、
町
民
の
皆
さ
ん
か
ら
意
見

や
発
想
を
直
接
お
聴
き
し
、
少
な

か
ら
ず
町
政
に
反
映
す
る
こ
と
が

町
長
所
信
表
明
お
よ
び

予
算
編
成
方
針

で
き
ま
し
た
。
ゴ
ミ
袋
の
改
良
や

玉
城
イ
ン
タ
ー
へ
の
度
会
町
表
示

板
の
設
置
、
獣
害
対
策
と
し
て
の

防
護
柵
の
現
物
支
給
事
業
や
、
こ

の
４
月
か
ら
の
ス
タ
ー
ト
と
し
て

準
備
し
て
い
る
川
口
・
棚
橋
間
を

結
ぶ
バ
ス
事
業
な
ど
は
、
ふ
れ
あ

い
ト
ー
ク
か
ら
施
策
の
実
現
に
つ

な
が
っ
た
も
の
で
す
。

行
政
課
題
の
洗
い
出
し

継
続
事
業
を
含
む
骨
格
予
算
を
編
成

年
度
別
に
は
、
平
成
19
年
度
に

お
い
て
、
旧
４
小
学
校
の
統
合
に

向
け
た
校
舎
の
増
築
お
よ
び
そ
の

周
辺
環
境
の
整
備
を
行
い
、
ま
た
、

長
原
口
池
や
ふ
る
さ
と
農
道
事
業

の
継
続
、
久
具
都
比
売
橋
の
耐
震

補
強
な
ど
に
よ
る
町
の
基
盤
づ
く

り
や
、
町
内
郵
便
局
に
お
け
る
証
明

書
の
発
行
業
務
を
導
入
し
ま
し
た
。

平
成
20
年
度
に
は
、
度
会
小
学

校
が
開
校
し
、
南
中
村
保
育
所
の

中
之
郷
保
育
所
へ
の
統
合
を
行
い
、

役
場
組
織
に
つ
い
て
も
、
政
策
調

整
室
や
生
活
環
境
課
の
設
置
な
ど

行
政
執
行
体
制
の
再
編
を
行
い
、

窓
口
業
務
の
時
間
延
長
も
半
年
間

試
行
し
ま
し
た
。
こ
の
年
に
は
、

福
祉
医
療
体
制
の
見
直
し
と
し
て

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
が
開
始
さ

れ
、
全
国
的
に
少
子
高
齢
化
に
直

面
す
る
中
、
介
護
保
険
事
業
計
画

や
次
世
代
育
成
支
援
計
画
を
策
定

し
、
農
業
政
策
と
し
て
農
地
荒
廃

防
止
対
策
の
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
栽
培

の
推
進
、
農
山
漁
村
活
性
化
事
業

に
よ
る
集
落
道
路
の
改
良
、
中
央

公
民
館
の
耐
震
改
修
な
ど
を
実
施

し
ま
し
た
。

平
成
21
年
度
に
は
、
国
の
景
気

対
策
支
援
を
受
け
て
宮
リ
バ
ー
度

会
パ
ー
ク
再
生
事
業
に
着
手
す
る

と
と
も
に
、
一
之
瀬
川
流
域
の
隠

れ
た
資
源
の
掘
り
起
こ
し
と
日
帰

り
観
光
ス
ポ
ッ
ト
づ
く
り
、
子
育

て
支
援
セ
ン
タ
ー
の
充
実
、
旧
中

川
小
学
校
の
医
療
福
祉
複
合
型
施

設
と
し
て
の
利
用
、
長
原
口
池
改

修
の
完
了
や
林
道
火
打
石
線
、
井

口
谷
線
、
新
藤
越
線
の
舗
装
に
よ

る
農
林
業
基
盤
の
整
備
、
栗
原
橋

耐
震
補
強
に
よ
る
町
内
防
災
力
の

向
上
を
図
り
ま
し
た
。
ま
た
、
税
の

コ
ン
ビ
ニ
収
納
や
旧
南
中
村
保
育

所
の「
れ
ん
げ
草
」と
し
て
の
施
設

活
用
も
行
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

平
成
22
年
度
に
入
っ
て
は
、
町

営
住
宅
城
山
団
地
の
改
築
、
宮
川

流
域
散
策
ス
ポ
ッ
ト
・
日
帰
り
観

光
コ
ー
ス
の
発
掘
、
伊
勢
市
消
防

署
度
会
出
張
所
の
移
転
や
小
学
校

６
年
生
ま
で
の
医
療
費
の
無
料

化
、
子
宮
頸
が
ん
ワ
ク
チ
ン
の
町

費
助
成
へ
の
取
組
み
、
棚
橋
保
育

所
の
改
築
事
業
、
簡
易
水
道
か
ら

上
水
道
へ
の
移
行
の
た
め
の
施
設

整
備
計
画
を
策
定
し
ま
し
た
。
ま

た
、
今
後
10
年
の
度
会
町
の
目
指

す
べ
き
将
来
像
を
“
ふ
る
さ
と
を

生
か
し
、
清
流
と
緑
と
笑
顔
が
か

が
や
く
度
会
町
”
と
掲
げ
た
第
６

次
度
会
町
総
合
計
画
案
を
策
定
し

て
き
ま
し
た
。

な
お
、
企
業
誘
致
へ
の
取
り
組

み
に
つ
い
て
は
、
ト
ッ
プ
セ
ー
ル

ス
と
し
て
企
業
訪
問
を
始
め
た
と

こ
ろ
、
リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
が
あ

り
、
そ
れ
以
降
見
合
わ
せ
て
い
ま

す
が
、
就
労
の
場
づ
く
り
や
自
主

財
源
を
少
し
で
も
強
化
で
き
る
よ

う
、
今
後
、
機
会
を
捉
え
て
再
開

し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
、
山
積
し
た
地
方

行
政
課
題
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し

た
が
、
一
方
で
国
政
に
目
を
転
じ

る
と
、
日
本
経
済
が
低
成
長
時
代

に
入
っ
て
か
ら
久
し
く
、
平
成
２

１
年
夏
に
は
自
民
党
か
ら
民
主
党

町長と語ろうふれあいトーク
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平
成
23
年
度
当
初
予
算

に
政
権
が
交
代
し
、
民
主
党
の
掲

げ
た
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
の
実
現
に
期

待
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
が
、
現
国

会
で
将
来
へ
向
け
て
の
財
政
再
建

の
問
題
や
社
会
保
障
と
税
の
あ
り

方
な
ど
が
待
っ
た
な
し
の
と
こ
ろ

で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
与
野

党
の
論
戦
に
は
至
ら
ず
、
直
近
の

平
成
23
年
度
予
算
は
年
度
内
成
立

の
め
ど
が
立
ち
ま
し
た
が
、
予
算

関
連
法
案
も
含
め
、
国
民
の
不
安

や
閉
塞
感
が
ま
す
ま
す
拡
大
し
て

い
る
よ
う
に
感
じ
ら
れ
ま
す
。

政
府
が
平
成
22
年
６
月
に
閣
議

決
定
し
た
地
域
戦
略
大
綱
で
は
、

国
か
ら
地
方
へ
の
い
わ
ゆ
る
「
ひ

も
付
き
補
助
金
」
を
廃
止
し
、
基
本

的
に
地
方
が
自
由
に
使
え
る
「
一

括
交
付
金
」
と
す
る
こ
と
と
さ
れ
、

平
成
23
年
度
に
は
、
ま
ず
都
道
府

県
か
ら
導
入
す
る
こ
と
と
さ
れ
て

い
ま
す
が
、
市
町
に
つ
い
て
は
、

今
後
の
国
に
お
け
る
検
討
状
況
に

注
視
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
状
況

に
あ
り
ま
す
。
ま
た
「
地
域
主
権

戦
略
大
綱
」
に
お
い
て
は
、
義
務

付
け
・
枠
付
け
の
見
直
し
と
条
例

制
定
権
の
拡
大
、
基
礎
自
治
体
へ

の
権
限
委
譲
、
地
方
税
財
源
の
充

実
確
保
、
直
轄
事
業
負
担
金
の
廃

止
、地
方
政
府
基
本
法
の
制
定（
地

方
自
治
法
の
抜
本
見
直
し
）
な
ど

が
位
置
付
け
ら
れ
て
お
り
、
地
方

行
財
政
を
取
り
巻
く
環
境
が
大
き

く
変
化
し
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
平
成
23
年
度
の
収
支
見

通
し
に
つ
き
ま
し
て
、
国
は
、
１

月
28
日
に
閣
議
決
定
し
た
平
成
23

年
度
地
方
財
政
計
画
の
中
で
、
今

年
度
分
に
上
乗
せ
す
る
形
で
新
た

な
歳
出
の
特
別
枠
を
創
設
し
、
地

方
交
付
税
総
額
、
出
口
ベ
ー
ス
で

前
年
度
比
２
．
８
％
増
を
確
保
し
、

臨
時
財
政
対
策
債
を
20
．
１
％
縮

減
し
た
上
で
、
一
般
財
源
総
額
は

前
年
並
み
を
確
保
す
る
と
さ
れ
ま

し
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
地
方
財

源
不
足
は
、
１
９
９
６
年
以
来
、

16
年
連
続
で
続
い
て
お
り
、
こ
の

不
足
の
補
填
が
、
引
き
続
き
、
根

幹
の
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
で
、
平

成
23
年
度
の
行
政
課
題
と
し
ま
し

て
は
、
棚
橋
保
育
所
の
改
修
を
は

じ
め
と
し
た
「
子
育
て
環
境
の
充

実
」、
歴
史
・
文
化
や
名
勝
・
旧

跡
の
保
全
と
農
業
振
興
、
過
疎
化

対
策
な
ど
、
町
の
活
性
化
を
目
的

に
包
括
的
に
解
決
を
図
る
「
日
帰

り
観
光
施
策
」
や
、
そ
の
窓
口
と

な
る
「
宮
リ
バ
ー
度
会
パ
ー
ク
の

再
整
備
事
業
」、
生
活
道
路
整
備

や
上
水
道
へ
の
移
行
を
は
じ
め
と

し
た「
イ
ン
フ
ラ
整
備
」な
ど
の
実

施
と
、
第
６
次
総
合
計
画
前
期
基

本
計
画
に
基
づ
く
諸
施
策
の
着
実

な
実
行
が
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
を
踏
ま
え
た
平
成
23
年
度

の
予
算
編
成
方
針
は
、
任
期
満
了

を
間
近
に
控
え
、
町
政
運
営
の
基

本
と
な
る
経
費
を
中
心
と
し
た
、

い
わ
ゆ
る
「
骨
格
予
算
」
と
し
て

い
ま
す
が
、
棚
橋
保
育
所
の
耐
震

改
築
や
簡
易
水
道
統
合
事
業
な
ど

を
主
と
し
て
、
一
定
程
度
の
継
続

事
業
に
つ
い
て
は
当
初
予
算
に
計

上
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

第１回度会町議会定例会

町長選挙・町議会議員選挙のお知らせ
町選挙管理委員会では、度会町長選挙・町議会議員
選挙を次のとおり行うことに決定しましたのでお知ら
せします。
▷告 示 日　６月　７日（火）
▷投 票 日　６月１２日（日）
▷問 合 先　町選挙管理委員会（☎６２－１１１１）

●
一
般
会
計

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
を
３
，

５
４
６
，
８
５
９
千
円
と
し
ま
し

た
。

■
主
な
内
容
■

総
務
関
係

○
住
民
情
報
シ
ス
テ
ム
移
行
業
務

○
財
務
会
計
シ
ス
テ
ム
更
新

○
町
営
バ
ス
委
託

民
生
関
係

○
棚
橋
保
育
所
改
築
事
業

○
子
ど
も
手
当
給
付

衛
生
関
係

○
健
康
増
進
計
画
策
定
委
託

○
予
防
接
種
助
成
事
業

農
林
水
産
業
関
係

○
遊
休
農
地
等
荒
廃
防
止
対
策
事

業
○
ふ
る
さ
と
農
道
整
備
事
業

○
鮠
川
大
橋
耐
震
事
業

土
木
関
係

○
町
道
川
南
線
、
南
中
村
定
山
線

ほ
か
道
路
改
良
事
業

○
宮
リ
バ
ー
度
会
パ
ー
ク
ち
び
っ

子
広
場
整
備
事
業

消
防
関
係

○
広
域
消
防
負
担
金

教
育
関
係

○
総
合
型
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

助
成
事
業

●
特
別
会
計

◎
平
成
23
年
度
国
民
健
康
保
険
特

別
会
計
予
算

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
を
８
２

１
，
７
０
０
千
円
と
し
ま
し
た
。

◎
平
成
23
年
度
簡
易
水
道
事
業
特

別
会
計
予
算

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
を
５
０

４
，
５
４
８
千
円
と
し
ま
し
た
。

◎
平
成
23
年
度
住
宅
新
築
資
金
等

貸
付
事
業
特
別
会
計
予
算

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
を
１
，

２
２
６
千
円
と
し
ま
し
た
。

◎
平
成
23
年
度
介
護
保
険
特
別
会

計
予
算

ま
た
、
財
政
調
整
上
の
観
点
か

ら
、
当
初
予
算
計
上
以
外
の
政
策

的
経
費
、
投
資
的
経
費
に
つ
い
て

も
、
通
常
の
予
算
要
求
手
続
き
を

踏
ま
え
る
こ
と
と
し
、
予
算
編
成

過
程
で
骨
格
予
算
と
政
策
予
算
に

区
分
す
る
も
の
と
し
ま
し
た
。

予
算
編
成
に
あ
た
っ
て
は
、
現

在
の
少
子
高
齢
化
・
人
口
減
少
社

会
へ
の
対
応
や
、
厳
し
い
景
気
・

雇
用
情
勢
へ
の
対
応
な
ど
、
直
面

す
る
課
題
の
解
決
と
と
も
に
、
こ

れ
ま
で
の
行
財
政
改
革
の
理
念
を

継
承
し
、
安
定
し
た
財
政
基
盤
の

構
築
を
図
り
な
が
ら
、
度
会
町
の

特
性
や
資
源
を
生
か
し
、
新
た
な
地

域
活
力
を
生
み
出
す
べ
く
創
意
と

工
夫
に
よ
る
身
の
丈
に
合
っ
た
ま

ち
づ
く
り
を
目
標
と
し
て
い
ま
す
。

改築する棚橋保育所
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第１回度会町議会定例会

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
を
７
４

７
，
６
０
９
千
円
と
し
ま
し
た
。

◎
平
成
23
年
度
郡
指
導
主
事
共
同

設
置
事
業
特
別
会
計
予
算

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
を
２
２
，

２
０
１
千
円
と
し
ま
し
た
。

◎
平
成
23
年
度
後
期
高
齢
者
医
療

特
別
会
計
予
算

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
を
１
４

９
，
８
０
０
千
円
と
し
ま
し
た
。

そ
の
他
可
決
さ
れ
た
議
案

◎
平
成
22
年
度
一
般
会
計
補
正
予

算
（
第
４
号
）

１
９
，
１
１
８
千
円
を
減
額
し
、

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
を
そ
れ
ぞ

れ
３
，
６
４
６
，
１
４
９
千
円
と

し
ま
し
た
。

◎
平
成
22
年
度
国
民
健
康
保
険
特

別
会
計
補
正
予
算
（
第
３
号
）

６
５
０
千
円
を
追
加
し
、
歳
入

歳
出
予
算
の
総
額
を
そ
れ
ぞ
れ
８

６
０
，
９
２
０
千
円
と
し
ま
し
た
。

◎
平
成
22
年
度
簡
易
水
道
事
業
特

別
会
計
補
正
予
算
（
第
５
号
）

７
９
千
円
を
減
額
し
、
歳
入
歳

出
予
算
の
総
額
を
そ
れ
ぞ
れ
２
１

２
，
７
３
２
千
円
と
し
ま
し
た
。

◎
平
成
22
年
度
介
護
保
険
特
別
会

計
補
正
予
算
（
第
４
号
）

１
９
，
４
５
７
千
円
を
減
額
し
、

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
を
そ
れ
ぞ

れ
６
８
９
，
９
８
１
千
円
と
し
ま

し
た
。

◎
平
成
22
年
度
郡
指
導
主
事
共
同

設
置
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算

（
第
１
号
）

前
年
度
繰
越
金
の
確
定
に
伴
い
、

３
，
２
０
０
千
円
の
財
源
振
替
を

行
い
ま
し
た
。

◎
平
成
22
年
度
後
期
高
齢
者
医
療

特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
２
号
）

１
，
４
０
７
千
円
を
減
額
し
、

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
を
そ
れ
ぞ

れ
１
３
８
，
４
７
９
千
円
と
し
ま

し
た
。

◎
度
会
町
職
員
定
数
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例

組
織
改
編
に
応
じ
た
適
正
な
職

員
配
置
を
行
い
、
効
果
的
な
行
政

体
制
を
構
築
し
ま
し
た
。

◎
度
会
町
職
員
給
与
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例

人
事
院
の
国
家
公
務
員
の
給
与

に
関
す
る
勧
告
に
準
拠
し
、
官
民

の
給
与
格
差
が
特
に
大
き
い
50
歳

台
後
半
層
に
お
け
る
一
定
職
員
の

給
与
水
準
を
是
正
し
ま
し
た
。

◎
度
会
町
暴
力
団
排
除
条
例

県
や
市
町
が
協
力
し
、
暴
力
団

か
ら
の
不
当
行
為
を
防
止
し
、
安

全
で
平
穏
な
住
民
生
活
の
確
保
お

よ
び
事
業
活
動
を
健
全
に
発
展
さ

せ
る
た
め
、
新
た
に
条
例
を
制
定

し
ま
し
た
。

◎
度
会
町
特
別
会
計
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例

老
人
保
健
特
別
会
計
に
つ
い
て
、

平
成
19
年
度
を
も
っ
て
、
制
度
が

廃
止
さ
れ
、
法
令
に
よ
る
経
過
措

置
期
間
が
終
了
し
た
こ
と
か
ら
、

条
文
を
整
備
し
ま
し
た
。

◎
度
会
町
国
民
健
康
保
険
税
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

中
間
所
得
者
の
負
担
が
過
度
と

な
ら
な
い
よ
う
に
し
、
国
民
健
康

保
険
財
政
の
安
定
を
図
る
た
め
、

国
民
健
康
保
険
税
の
賦
課
限
度
額

を
改
正
し
ま
し
た
。

◎
度
会
町
立
学
校
施
設
の
開
放
に

関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例

度
会
町
立
学
校
施
設
の
開
放
に

つ
い
て
、
他
施
設
と
の
均
衡
を
図

る
た
め
、
度
会
中
学
校
体
育
館
の

利
用
料
を
改
定
し
ま
し
た
。

◎
度
会
町
国
民
健
康
保
険
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例

出
産
に
係
る
被
保
険
者
な
ど
の

経
済
的
負
担
を
軽
減
す
る
た
め
、

暫
定
的
に
引
き
上
げ
た
出
産
育
児

一
時
金
の
支
給
額
を
平
成
23
年
４

月
か
ら
恒
久
化
す
る
た
め
、
条
文

を
整
備
し
ま
し
た
。

◎
度
会
町
道
路
占
用
料
等
徴
収
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

道
路
占
用
料
の
対
象
と
す
る
工

作
物
に
架
空
線
お
よ
び
地
下
埋
設

線
を
追
加
し
ま
し
た
。

◎
度
会
町
町
営
住
宅
管
理
条
例
の

全
部
を
改
正
す
る
条
例

町
営
住
宅
城
山
団
地
の
建
て
替

え
事
業
を
機
会
に
全
面
的
に
見
直

し
ま
し
た
。

◎
度
会
町
地
域
優
良
賃
貸
住
宅
条

例町
営
住
宅
城
山
団
地
の
一
部
を
、

地
域
優
良
賃
貸
住
宅
と
し
て
建
設

し
た
こ
と
に
伴
い
、
新
た
に
条
例

を
整
備
し
ま
し
た
。

◎
度
会
町
簡
易
水
道
事
業
給
水
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

簡
易
水
道
事
業
の
統
廃
合
に
伴

い
、
各
簡
易
水
道
事
業
の
給
水
区

域
を
変
更
し
ま
し
た
。

◎
度
会
町
消
防
団
員
の
定
員
、
任

免
、
服
務
等
に
関
す
る
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例

町
消
防
団
に
お
け
る
ポ
ン
プ
車

の
出
動
お
よ
び
管
理
を
円
滑
化
し
、

班
長
職
務
の
公
平
性
を
図
る
た
め
、

団
員
を
構
成
す
る
階
級
を
改
正
し

ま
し
た
。

◎
第
６
次
度
会
町
総
合
計
画
基
本

構
想
に
つ
い
て

「
第
５
次
総
合
計
画
」
が
期
間

の
終
了
を
迎
え
る
こ
と
か
ら
、
将

来
を
展
望
し
た
新
た
な
指
針
と
し

て
総
合
的
か
つ
計
画
的
な
行
政
運

営
を
図
る
た
め
「
第
６
次
総
合
計

画
」
を
定
め
ま
し
た
。

◎
辺
地
に
係
る
公
共
的
施
設
の
総

合
整
備
計
画
に
つ
い
て

財
政
上
の
特
別
措
置
を
受
け
て
、

辺
地
に
お
け
る
公
共
的
施
設
の
整

備
を
推
進
す
る
た
め
、
当
該
辺
地

の
財
政
上
の
計
画
を
定
め
ま
し
た
。

議
員
提
出
議
案

◎
「
Ｔ
Ｐ
Ｐ
（
環
太
平
洋
戦
略
的
経

済
連
携
協
定
）
に
参
加
せ
ず
日

本
の
農
林
漁
業
の
再
生
」
を
求

め
る
意
見
書
の
提
出
に
つ
い
て

一
般
質
問

山
延
男
議
員

○
予
防
接
種
に
つ
い
て

○
貸
農
園
に
つ
い
て

○
太
陽
光
発
電
に
つ
い
て

溝
口
周
生
議
員

○
防
災
無
線
の
聞
き
取
り
に
く
さ

の
解
消
と
、高
齢
者
世
帯
の
セ
ー

フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
と
し
て
ケ
ー
ブ

ル
テ
レ
ビ
の
有
効
利
用
を
求
め

る
○
町
長
の
去
就
に
つ
い
て

木
本
タ
ヱ
子
議
員

○
公
用
車
へ
の
町
名
の
表
示
と
町

の
花
に
指
定
さ
れ
る
花
の
広
告

に
つ
い
て

○
高
齢
世
帯
（
１
人
ま
た
は
２
人

暮
ら
し
）
の
把
握
お
よ
び
対
策

福
井
秀
治
議
員

○
臨
時
職
員
の
待
遇
改
善
に
つ
い

て
○
町
民
体
育
館
に
つ
い
て

○
町
長
の
４
年
間
の
総
括
と
今
後

に
つ
い
て
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第１回度会町議会定例会

平成23年度 当初予算	 （単位：千円）

区　　　分 本 年 度 前 年 度 比　　較 伸 び 率（％）

一 般 会 計 3,546,859 3,227,759 319,100 9.9

国 民 健 康 保 険 特 別 会 計 821,700 802,500 19,200 2.4

簡 易 水 道 事 業 特 別 会 計 504,548 148,797 355,751 239.1

住 宅 新 築 資 金 等 特 別 会 計 1,226 6,245 △ 5,019 △ 80.4

介 護 保 険 特 別 会 計 747,609 694,889 52,720 7.6

郡指導主事共同設置事業特別会計 22,201 22,201 0 0.0

後 期 高 齢 者 医 療 特 別 会 計 149,800 130,428 19,372 14.9

合　　　計 5,793,943 5,032,819 761,124 15.1

歳入内訳	 （単位：千円）

区　分 予算額 構成比（％） 対前年度比（％）

町 　 税 661,792 18.7 0.6

分担金及び負担金 52,067 1.5 △ 5.8

使用料及び手数料 23,089 0.7 11.0

財 産 収 入 1,664 0.0 △ 17.5

寄 附 金 2 0.0 0.0

繰 入 金 360,210 10.2 673.2

繰 越 金 40,000 1.1 0.0

諸 収 入 56,207 1.6 △ 11.3

〈自主財源計〉 1,195,031 33.7 34.8

地 方 譲 与 税 37,600 1.1 △ 1.3

利子割交付金 2,500 0.1 4.2

配当割交付金 1,700 0.0 325.0

株式等譲渡所得割交付金 600 0.0 200.0

地方消費税交付金 59,000 1.8 △ 1.7

自動車取得税交付金 12,000 0.3 △ 7.7

地方特例交付金 13,900 0.4 △ 19.2

地 方 交 付 税 1,412,486 39.8 4.0

交通安全対策特別交付金 950 0.0 △ 5.0

国 庫 支 出 金 290,954 8.2 △ 0.3

県 支 出 金 204,638 5.8 2.8

町 　 債 315,500 8.9 △ 12.5

〈依存財源計〉 2,351,828 66.4 0.4

合　計 3,546,859 100.0 9.9

目的別歳出内訳	 （単位：千円）
区　分 予算額 構成比（％） 対前年度比（％）

議 会 費 79,475 2.2 25.7
総 務 費 467,834 13.2 9.3
民 生 費 1,287,862 36.3 33.8
衛 生 費 399,802 11.3 56.6
農林水産業費 193,162 5.4 △ 17.0
商 工 費 33,896 1.0 26.9
土 木 費 245,366 6.9 △ 25.6
消 防 費 173,520 4.9 △ 3.8
教 育 費 330,160 9.3 △ 5.1
災 害 復 旧 費 1 0.0 0.0
公 債 費 316,770 8.9 △ 18.2
諸 支 出 金 9,011 0.3 163.6
予 備 費 10,000 0.3 0.0
合　　　計 3,546,859 100.0 9.9

性質別歳出内訳	 (単位：千円）
区　分 予算額 構成比（％） 対前年度比（％）

人 件 費 768,477 21.7 2.3
扶 助 費 372,721 10.5 8.4
公 債 費 316,770 8.9 △ 18.2
〈義務的経費計〉 1,457,968 41.1 △ 1.6
普通建設事業費 596,787 16.8 24.9
（ 補 助 事 業 費 ） 80,127 2.3 △ 72.1
（ 単 独 事 業 費 ） 515,660 14.5 171.8
（県営事業負担金） 1,000 0.0 0.0
（ 受 託 事 業 費 ） 0 − −
災害復旧事業費 0 − −
（補助事業費・災害） 0 − −
（単独事業費・災害） 0 − −
〈投資的経費計〉 596,787 16.8 24.9
物 件 費 660,620 18.6 15.6
維 持 補 修 費 37,145 1.1 △ 10.2
補 助 費 等 355,231 10.0 △ 3.0
積 立 金 6,011 0.2 1,334.6
投資・出資・貸付金 3,080 0.1 0.0
繰 出 金 420,017 11.8 52.7
予 備 費 10,000 0.3 0.0
〈その他の経費計〉 1,492,104 42.1 17.7
合　　　計 3,546,859 100.0 9.9

平成23年度 一般会計当初予算歳入歳出内訳表

5 広
報わたらい（2011年４月号）



各
種
ワ
ク
チ
ン
接
種
費
用
助
成
事
業
の
お
知
ら
せ

ク
チ
ン
の
接
種
で
あ
る
こ
と
が

わ
か
る
も
の
）

◦
通
帳

※
被
接
種
者
が
未
成
年
の
場
合
は
、

口
座
名
義
人
が
保
護
者
で
あ
る
も

の▽
申
請
期
限　

４
月
28
日
（
金
）

▽
申
請
窓
口　

町
保
健
セ
ン
タ
ー

窓
口

で
ご
了
解
く
だ
さ
い
。

▽
問
合
先　

役
場
福
祉
保
健
課
（
☎
６
２
─
１
１
１
２
）

町
で
は
、
所
得
の
低
い
世
帯
の

方
や
中
学
校
３
年
生
に
相
当
す
る

年
齢
以
下
の
方
に
対
し
て
、
イ
ン

フ
ル
エ
ン
ザ
ワ
ク
チ
ン
の
接
種
費

用
を
助
成
し
て
い
ま
す
。

平
成
22
年
度
中
に
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
ワ
ク
チ
ン
の
接
種
を
受
け
た

助
成
の
対
象
と
な
る
方
で
、
手
続

き
が
ま
だ
お
済
み
で
な
い
方
は
、

速
や
か
に
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

▽
助
成
対
象
お
よ
び
助
成
額

①
所
得
の
低
い
世
帯
（
生
活
保
護

受
給
世
帯
お
よ
び
住
民
税
非
課

税
世
帯
）
の
方
／
全
額
助
成

②
①
以
外
の
中
学
校
３
年
生
に
相

当
す
る
年
齢
以
下
の
方
／
１
回

に
つ
き
１
，
０
０
０
円

▽
申
請
に
必
要
な
も
の

◦
印
鑑

◦
領
収
書
（
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ワ

昨
年
度
か
ら
子
宮
頸
が
ん
ワ
ク

チ
ン
接
種
事
業
を
実
施
し
て
い
ま

す
が
、
今
年
度
は
助
成
対
象
を
拡

大
し
、
次
の
と
お
り
実
施
し
ま
す
。

▽
対
象
者　

度
会
町
に
住
所
を
有

す
る
中
学
校
１
年
生
か
ら
高
校

１
年
生
に
相
当
す
る
年
齢
の
女

子
※
今
年
度
の
対
象
と
な
る
年
齢
に

相
当
す
る
方
で
あ
れ
ば
、
昨
年
度

も
対
象
と
な
っ
て
い
た
方
で
、
昨

年
度
末
ま
で
に
１
回
目
の
接
種
を

受
け
て
い
な
く
て
も
、
平
成
23
年

４
月
１
日
以
降
に
受
け
れ
ば
３
回

目
ま
で
助
成
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

対
象
と
な
る
方
で
、
接
種
を
希
望

す
る
方
は
、
必
ず
、
平
成
24
年
３

月
３
１
日
ま
で
に
３
回
の
接
種
を

済
ま
せ
て
く
だ
さ
い
。

▽
助
成
方
法　

定
期
の
予
防
接
種

と
同
様
に
、
県
内
の
実
施
医
療

機
関
に
お
い
て
無
料
で
接
種
が

で
き
ま
す
（
要
予
約
）。

▽
接
種
の
際
に
持
参
す
る
も
の　

健
康
保
険
証
・
母
子
健
康
手
帳

※
ク
ー
ポ
ン
券
を
お
持
ち
の
方
は
、

接
種
回
数
を
確
認
し
ま
す
の
で
ク
ー

ポ
ン
券
も
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

▽
注
意
事
項　

子
宮
頸
が
ん
ワ
ク

チ
ン
は
任
意
の
予
防
接
種
で
す
。

接
種
を
希
望
す
る
方
は
、
そ
の

効
果
・
副
作
用
な
ど
を
十
分
ご

理
解
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
お
子

さ
ん
に
ア
レ
ル
ギ
ー
・
慢
性
疾

患
な
ど
が
あ
る
場
合
は
、
主
治

医
と
ご
相
談
の
上
、
接
種
の
判

断
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。
万
が

一
、
重
篤
な
副
反
応
が
出
た
場

合
の
救
済
制
度
は
、
予
防
接
種

法
に
基
づ
く
制
度
で
は
な
く
、

独
立
行
政
法
人
医
薬
品
医
療
機

器
総
合
機
構
法
に
よ
る
救
済
と

な
り
ま
す
。

子
宮
頸
が
ん
ワ
ク
チ
ン

接
種
費
用
の
助
成
対
象
を
拡
大

高
齢
者
な
ど
の
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン

接
種
費
用
の
一
部
を
助
成

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ワ
ク
チ
ン

　

接
種
費
用
の
助
成
手
続
き
は

お
済
み
で
す
か

小
児
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
・
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
ｂ
菌（
ヒ
ブ
）ワ
ク
チ
ン
接
種

事
業
の
お
知
ら
せ

今
年
度
も
高
齢
者
な
ど
の
肺
炎

の
発
病
な
ら
び
に
重
症
化
を
予
防

す
る
た
め
、
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン

接
種
費
用
の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。

▽
対
象
者　

接
種
を
受
け
た
日
に

お
い
て
、
度
会
町
に
住
所
を
有

し
、
そ
の
接
種
が
被
用
者
保
険
・

国
民
健
康
保
険
な
ど
の
保
険
適

用
外
で
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当

す
る
方

①
65
歳
以
上
の
方

②
64
歳
以
下
で
慢
性
心
疾
患
・
慢

性
腎
不
全
・
糖
尿
病
・
脾
臓
摘

出
・
肝
臓
病
な
ど
の
た
め
、
医

師
が
肺
炎
球
菌
予
防
接
種
を
受

け
る
こ
と
が
必
要
と
認
め
た
方

▽
助
成
金
額　

３
，
０
０
０
円

※
助
成
は
生
涯
１
回
の
み

▽
申
請
期
間　

接
種
日
か
ら
そ
の

年
度
の
末
日
ま
で

（
例
）
接
種
日
が
平
成
23
年
５
月

１
日
の
場
合
、
申
請
期
限
は
平

成
24
年
３
月
末
日
ま
で

▽
申
請
方
法　

必
要
書
類
に
ご
記

入
の
上
、
役
場
保
健
セ
ン
タ
ー

窓
口
へ
ご
提
出
く
だ
さ
い
。

▽
必
要
書
類

◦
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
予
防
接
種

費
助
成
金
交
付
申
請
書

◦
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
予
防
接
種

費
助
成
金
交
付
請
求
書

◦
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
予
防
接
種

領
収
書

※
65
歳
以
上
の
方
に
つ
い
て
、
医

療
機
関
の
領
収
書
で
肺
炎
球
菌
ワ

ク
チ
ン
の
接
種
を
受
け
た
こ
と
が

確
認
で
き
る
場
合
は
、
肺
炎
球
菌

ワ
ク
チ
ン
予
防
接
種
領
収
書
に
変

え
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

助
成
金
交
付
申
請
書
や
請
求
書
、

領
収
書
の
様
式
は
、
町
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
や
町
保
健
セ
ン
タ
ー
窓
口

で
取
得
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

町
で
は
、
小
児
肺
炎
球
菌
や
イ

ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ｂ
菌
（
ヒ
ブ
）
に

よ
る
子
ど
も
の
髄
膜
炎
な
ど
を
予

防
し
、
お
子
さ
ん
の
健
や
か
な
育

ち
を
支
援
す
る
た
め
、
平
成
23
年

度
か
ら
当
該
ワ
ク
チ
ン
の
接
種
費

用
の
助
成
を
行
い
ま
す
。
当
該
ワ

ク
チ
ン
の
接
種
を
一
時
、
見
合
わ

せ
ら
れ
て
い
ま
し
た
が
、
平
成
23

年
４
月
１
日
か
ら
接
種
が
再
開
さ

れ
ま
し
た
。

対
象
と
な
る
保
護
者
の
方
に
は

個
別
に
通
知
し
て
い
ま
す
の
で
、

接
種
を
希
望
す
る
方
は
、
医
療
機

関
で
接
種
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。
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納
期
限
を
過
ぎ
て
も
町
税
を
納

付
し
な
い
方
に
は
、
通
知
、
口
頭
な

ど
に
よ
り
納
付
を
お
願
い
し
ま
す

が
、
特
別
な
事
情
も
な
く
滞
納
し

て
い
る
場
合
は
、
財
産
な
ど
の
差

し
押
え
を
行
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

未
納
の
あ
る
方
は
、
速
や
か
に

納
付
す
る
か
、
納
付
方
法
を
税
務

住
民
課
ま
で
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

納
税
は
便
利
な
口
座
振
替
を

現
在
、
口
座
振
替
を
利
用
さ
れ

て
い
な
い
方
に
は
、
今
年
度
発
送
す

る
町
税
の
納
付
書
に
、
返
信
は
が

き
付
き
の
口
座
振
替
依
頼
書
を
同

封
し
て
い
ま
す
。
口
座
振
替
を
希
望

さ
れ
る
方
は
、
手
続
き
は
簡
単
で

す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

町
税
の
納
付
に
口
座
振
替
を
利

用
す
る
と
、
自
動
的
に
振
り
替
え

さ
れ
る
の
で
、手
間
が
省
け
、う
っ

か
り
納
め
忘
れ
る
こ
と
が
な
く
な

り
ま
す
。

口
座
振
替
で
き
る
金
融
機
関

伊
勢
農
業
協
同
組
合
、
百
五
銀
行
、

第
三
銀
行
、中
京
銀
行
、三
重
銀
行
、

み
ず
ほ
銀
行
、
三
重
信
用
金
庫
、

三
菱
東
京
Ｕ
Ｆ
Ｊ
銀
行
伊
勢
支
店
、

三
重
・
愛
知
・
岐
阜
・
静
岡
の
各

県
内
ゆ
う
ち
ょ
銀
行
・
郵
便
局

これまで、役場で再発行する納付書、未納となっている各種町税、軽自動車税がコ
ンビニエンスストアで納めることができましたが、納付書の様式を変更し、平成２３
年度からすべての町税をコンビニエンスストアで納めていただくことができるように
なりました。
次のコンビニエンスストアで、休日・深夜を問わず２４時間納めることができ、手
数料もかかりません。ぜひ、ご利用ください。

○コンビニエンスストアで納付できる町税の納付書
◦再発行された納付書
◦口座振替不能通知書付属の納付書
◦督促状付属の納付書
◦平成２３年４月以降発行の納付書
○納付できるコンビニエンスストア

○コンビニエンスストアで取り扱いできないもの
◦バーコード印刷の無い納付書
◦納付書記載の金額が３０万円を超える場合
◦破損や汚損などでバーコードが読みとれない納付書
◦金額を訂正したり書き足したりしたもの
※納付書にバーコードが印刷されていても、今までどおり金融機関で納めることができます。

▷問合先　役場税務住民課（☎６２－２４１４）

エーエム・ピーエム エブリワン ＭＭＫ設置店 くらしハウス

ココストア コミュニティ・ストア サークルＫ サンクス

スパー　※北海道限定 スリーエイト スリーエフ 生活彩家

セイコーマート セーブオン セブン・イレブン デイリーヤマザキ

ヤマザキデイリーストアー ヤマザキスペシャルパートナーシップ（ＹＳＰＳ） ファミリーマート

ポプラ ミニストップ ローソン

未
納
の
あ
る
方
は

速
や
か
に
納
付
ま
た
は

納
付
方
法
の
申
し
出
を

平成23年度からすべての町税が
コンビニエンスストアで納付可能に！
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（参事）藤田　心作 （長原保育所主任保育士）北井　珠青

（美化センター主任運転手補佐）伊藤　賢一 （教育委員会事務局主事）中野　元喜

（棚橋保育所調理員）福井多美子

　３月31日付けで、次の方々が退職しました。	 【（　　　）は前任】

平成23年度　町立小中学校教職員の人事異動
　４月１日付けで、次のとおり人事異動を行いました。

学校名等
転　　　出 転　　　入

職　名 氏　名 着任校 職　名 氏　名 前任校

度会小学校

教　頭 玉丸　宏二 宿田曽小　校長 教　頭 掛橋　　純 南島西小

教　諭 永井　宏幸 進修小 教　諭 小嶋　幸博 下外城田小

教　諭 竹屋　佳代 大宮小

度会中学校

校　長 中西　正典 退職　※3月31日付 校　長 北村　吉洋 大宮中教頭

教　諭 小倉　　宝 玉城中教頭 教　諭 辻井　良孝 二見中

教　諭 神広　敏夫 退職　※3月31日付 教　諭 野口　行保 二見中

教　諭 山本　　卓 玉城中 教　諭 奥田　二郎 三重大附属中

教　諭 福井　　清 玉城中

教　諭 岡　　裕子 二見中

度会郡教育支援センター 指導員 後藤　安代 度会中教諭 指導員 大下　有子 宿田曽小教諭

退　　　　　　　職

平成 23年度　職員の人事異動
平成23年度　町職員の人事異動

　４月１日付けで、次のとおり人事異動を行いました。	 【（　　　）は前任】

課長・課長補佐級

総務課長補佐兼財政係長 （建設課建設係長） 山下　喜市

係　　　長　　　級

議会事務局係長 （教育委員会事務局学校教育係長） 村林恵利子

税務住民課住民税係長 （生活環境課生活環境係長） 森井　　裕

教育委員会事務局学校教育係長（産業振興課農林係長） 西田　　健

建設課建設係長 （教育委員会事務局社会教育係長） 井口　圭司

産業振興課農林係長 （総務課財政係長） 迫本　　晃

教育委員会事務局社会教育係長（税務住民課住民税係長） 西村　夏之

生活環境課生活環境係長 （生活環境課主査） 山口　幸宏

主　査・主　事　級

総務課主査 （議会事務局主査） 藤田　真弓

税務住民課主査 （税務住民課主事） 久保　敬子

教育委員会事務局主査 （総務課主査） 宇田　真希

総務課主事 （教育委員会事務局主事） 鳥羽　純矢

教育委員会事務局主事 （総務課付後期高齢者医療広域連合派遣） 大谷　悦正

生活環境課主事 （新規採用） 安田　恭輔

税務住民課主事 （新規採用） 田米　　巧

派　　　　　　　遣

総務課付
宮川流域ルネッサンス協議会派遣（税務住民課主事） 福井　禎彦

主　任　保　育　士

棚橋保育所主任保育士 （長原保育所主任保育士） 松田　　若

中之郷保育所主任保育士 （棚橋保育所主任保育士） 酒井　京子

長原保育所主任保育士 （棚橋保育所主任保育士） 安井三智子

棚橋保育所主任保育士 （中之郷保育所主任保育士） 酒井　仁美

棚橋保育所主任保育士 （中之郷保育所主任保育士） 杉井　栄子

保　　　育　　　士

中之郷保育所保育士 （棚橋保育所保育士） 湯浅　久美

子 育 て 支 援 員

子育て支援センター子育て支援員（給食センター調理員） 中野　ふみ

調　　　理　　　員

長原保育所調理員 （棚橋保育所調理員） 中西　英代

棚橋保育所調理員 （中之郷保育所調理員） 福井真喜子

棚橋保育所調理員 （長原保育所調理員） 奥野　登喜

中之郷保育所調理員 （給食センター調理員） 田畑　圭子

転　　入　・　転　　出

厚生小学校教頭 （度会郡指導主事） 南　　直貴

国府小学校教諭 （教育委員会事務局県派遣社会教育主事） 中村　元也

度会郡指導主事 （南島西中学校教諭） 加藤　真也

異動および昇格
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一本の鉛筆が私たちの手元に届くまでの長い道のりの
お話。子どもたちにとって、身近でなくてはならないも
のなのに、雑に扱われがち。たった１本の鉛筆にも多く
の人々の汗と苦労が込められていて、物を大切に使うこ
との大切さを感じられる一冊です。

地域交流センター図書室は、誰でも利用できます。
ぜひ一度お越しください。
▷貸出日　毎週土曜日午後１時～５時
▷開館時間　午前８時３０分～午後５時
▷休館日　日曜・祝日
▷問合先　町地域交流センター（☎６３−００７０）

お薦めの一冊
『いっぽんの鉛筆のむこうに』

（たくさんのふしぎ傑作選）
谷川俊太郎／文　坂井信彦ほか／写真

堀内誠一／絵

図書室だより

近
年
、
度
会
町
に
お
い
て
も
、
イ
ノ
シ
シ
・
サ
ル
・
シ
カ
な
ど
の
野
生
動
物
に
よ
る
農
作
物

被
害
が
深
刻
化
し
、
経
済
的
損
失
ば
か
り
で
な
く
、
生
産
者
の
精
神
面
へ
の
影
響
や
、
耕
作
放

棄
地
の
発
生
の
一
因
に
も
な
っ
て
い
ま
す
。

町
で
は
、
獣
害
防
護
対
策
の
一
環
と
し
て
、
平
成
23
年
１
月
１
日
以
降
に
電
気
柵
資
材
を
購

入
し
た
費
用
の
一
部
を
次
の
と
お
り
補
助
し
ま
す
。

町
で
は
、
妊
婦
の
健
康
管
理
の
充
実
や
経
済
的
負
担
の
軽
減
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
、
妊
婦

健
診
に
要
す
る
費
用
を
助
成
し
て
い
ま
す
が
、
４
月
１
日
か
ら
、
助
成
す
る
検
査
項
目
を
追
加

し
ま
す
。

農
家
の
皆
さ
ん
へ 

電
気
柵
資
材
購
入
を
補
助
し
ま
す

▽
追
加
検
査
項
目　

性
器
ク
ラ
ミ

ジ
ア

▽
対
象　

性
器
ク
ラ
ミ
ジ
ア
検
査

を
受
け
て
い
な
い
妊
婦

※
平
成
23
年
３
月
末
ま
で
に
妊
娠

届
を
出
さ
れ
て
い
る
方
は
、
受
診

す
る
医
療
機
関
で
性
器
ク
ラ
ミ
ジ

ア
検
査
用
の
受
診
券
を
お
渡
し
し

ま
す
。

近
年
、
出
産
年
齢
の
上
昇
な
ど

か
ら
、
妊
娠
中
の
健
康
管
理
が
よ

り
重
要
と
さ
れ
て
い
る
一
方
、
経

済
的
な
理
由
な
ど
に
よ
り
、
健
診

を
受
け
な
い
妊
婦
も
み
ら
れ
、
母

体
や
胎
児
の
健
康
確
保
を
図
る
上

で
、
妊
婦
健
診
の
重
要
性
・
必
要

性
が
よ
り
高
ま
っ
て
い
ま
す
。

「
妊
婦
健
診
」を
受
け
る
こ
と
は
、

妊
婦
や
赤
ち
ゃ
ん
を
守
る
上
で
、

と
て
も
大
切
な
こ
と
で
す
。
日
ご

ろ
か
ら
、
か
か
り
つ
け
医
な
ど
を
持

ち
、
妊
婦
健
診
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

▽
問
合
先　

役
場
福
祉
保
健
課

（
☎
６
２
─
１
１
１
２
）

▽
補
助
対
象
設
備

個
人
（
農
業
生
産
法
人
な
ど
を

含
む
）
ま
た
は
共
同
に
よ
り
、
平

成
23
年
１
月
１
日
か
ら
平
成
23
年

12
月
31
日
ま
で
に
新
規
購
入
し
た

電
気
柵
資
材

▽
補
助
対
象
面
積

◦
個
人
購
入　

３
ア
ー
ル
以
上

◦
共
同
購
入　

20
ア
ー
ル
以
上

▽
補
助
金
額

事
業
費
３
０
，
０
０
０
円
以
上

の
電
気
柵
資
材
購
入
費
の
30
％
以

内※
予
算
の
範
囲
内
で
補
助
す
る
た

め
、
申
請
件
数
に
よ
り
補
助
率
が

変
動
し
ま
す
。

※
個
人
購
入
の
場
合
は
３
万
円
、

共
同
購
入
の
場
合
は
６
万
円
が
補

助
金
の
上
限
額
と
な
り
ま
す
。

▽
申
請
期
間

平
成
23
年
４
月
１
日
（
金
）
～

平
成
24
年
１
月
５
日
（
木
）

申
請
手
続
き
な
ど
、
詳
し
く
は

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▽
問
合
先　

役
場
産
業
振
興
課

（
☎
６
２
─
２
４
１
６
）

妊
婦
一
般
健
康
診
査
の
公
費
負
担
を
拡
充

宮リバー度会パーク
貸農園利用者を募集

新しく整備した宮リバー度会パーク貸農園の
利用者を募集します。
▷申込期間　４月１１日（月）～２５日（月）
※先着順
▷申込方法　申請書に必要事項を記入の上、提出
してください。

※電話申込不可
▷面　積　１区画あたり約３０平方メートル
▷利用料　年額５千円
▷申込・問合先　役場産業振興課
　　　　　　　　（☎６２−２４１６）
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図書館開放予定日
度会校舎図書館は、次の日程で地域の皆さんに開放しています。

４月カレンダー
日 月 火 水 木 金 土

1 2
× ×

3 4 5 6 7 8 9
× ○ ○ ○ × × ×
10 11 12 13 14 15 16
× ○ ○ ○ ○ ○ ×
17 18 19 20 21 22 23
× ○ ○ × ○ ○ ×
24 25 26 27 28 29 30
× ○ ○ ○ ○ × ×

○：午前９時～午後５時開放　×：地域開放日ではありません
・開放日は会議などで変更することがありますので、ご了承ください。
・Ｂｏｏｋｌｏｇで新着本情報をお知らせしています。
　http://www.mie-c.ed.jp/hwatarar/

１
学
年
総
合
学
習
発
表
会

第
５
回
卒
業
証
書
授
与
式

３
月
１
日
、
あ
い
に
く
の
雨

模
様
の
中
、
南
伊
勢
高
校
度
会

校
舎
第
５
回
卒
業
証
書
授
与

式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
度
会
町

長
を
は
じ
め
、
県
議
会
議
員
な

ど
大
勢
の
来
賓
や
保
護
者
の

方
々
に
送
ら
れ
、
73
人
の
卒
業

生
が
巣
立
ち
ま
し
た
。
今
年
も

式
前
に
、
保
護
者
の
皆
さ
ん
に
３
年
間
の
思
い
出
の
ス

ラ
イ
ド
を
見
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

卒
業
生
は
入
場
曲
と
拍
手
に
迎
え
ら
れ
、
堂
々
と
入

場
し
ま
し
た
。
各
担
任
の
先
生
か
ら
卒
業
生
一
人
ひ
と

り
が
呼
名
を
受
け
た
あ
と
、
校
長
か
ら
代
表
生
徒
に
卒

業
証
書
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。
校
長
か
ら
は
式
辞
が
、

来
賓
か
ら
は
祝
辞
が
、
そ
し
て
在
校
生
か
ら
は
思
い
出

と
感
謝
の
気
持
ち
を
込
め
た
送
辞
が
送
ら
れ
ま
し
た
。

こ
れ
に
対
し
、
卒
業
生
代
表
が
３
年
間
の
思
い
出
や
、

保
護
者
を
は
じ
め
、
お
世
話
に
な
っ
た
方
々
へ
の
感
謝

の
気
持
ち
、
将
来
へ
の
決
意
な
ど
を
答
辞
に
託
し
ま
し

た
。
そ
の
あ
と
、
今
年
度
の
式
歌｢

あ
り
が
と
う
」
を

全
員
で
斉
唱
し
、卒
業
生
は
祝
福
の
温
か
い
拍
手
の
中
、

そ
れ
ぞ
れ
の
思
い
を
胸
に
退
場
し
ま
し
た
。

僕
た
ち
３
年
生
は
、
今
日
、
卒
業
し
ま
す
。
こ
の
３

年
間
、
先
生
方
に
た
く
さ
ん
の
迷
惑
を
か
け
て
す
み
ま

せ
ん
で
し
た
。
１
、
２
年
生
に
は
頼
り
が
い
の
な
い
先

輩
で
す
み
ま
せ
ん
で
し
た
。
２
年
生
は
今
年
最
高
学
年

に
な
り
ま
す
。
僕
た
ち
み
た
い
に
頼
り
が
い
の
な
い
先

輩
で
は
な
く
、
頼
り
が
い
の
あ
る
先
輩
に
な
っ
て
欲
し

い
と
思
い
ま
す
。

そ
れ
か
ら
今
ま
で
僕
た
ち
を
支
え
て
く
れ
た
お
父
さ

ん
、お
母
さ
ん
に
は
感
謝
の
気
持
ち
で
い
っ
ぱ
い
で
す
。

本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
卒
業
し
て
も
上

手
く
や
る
自
信
が
な
い
の
で
、
ま
た
迷
惑
を
掛
け
る
と

思
い
ま
す
が
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。（中

村
将
兵
）

今
ま
で
家
族
や
先
生
、
い
ろ
い
ろ
な
人
た
ち
に
支
え

て
も
ら
っ
て
、
卒
業
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。	

（
中
西
裕
太
郎
）

こ
の
３
年
間
は
思
っ
て
い
た
よ
り
も
短
く
、
と
て
も

中
身
の
濃
い
３
年
間
で
し
た
。
度
会
高
校
で
い
ろ
ん
な

こ
と
を
学
び
、
た
く
さ
ん
の
友
だ
ち
と
楽
し
い
毎
日
を

過
ご
す
こ
と
が
で
き
、
と
て
も
良
い
思
い
出
に
な
り
ま

し
た
。
こ
れ
か
ら
は
み
ん
な
別
々
の
道
を
行
く
け
ど
、

度
高
で
の
思
い
出
を
大
切
に
し
、
頑
張
っ
て
い
こ
う
と

思
い
ま
す
。

先
生
方
、
保
護
者
の
皆
さ
ん
、
３
年
間
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。	

（
松
田
あ
ゆ
み
）

１
学
年
は
、
総
合
的
な
学
習

の
時
間
の
学
年
テ
ー
マ
と
し

て
『
地
域
に
学
ぶ
』
と
設
定
し
、

さ
ら
に
小
テ
ー
マ
と
し
て
「
お

茶
・
交
通
安
全
・
宮
川
・
ゴ
ミ

問
題
」
の
４
つ
に
絞
っ
て
、
１

年
間
さ
ま
ざ
ま
な
学
習
な
ど

を
行
っ
て
き
ま
し
た
。
そ
の
成

果
を
発
表
す
る
「
総
合
学
習
発
表
会
」
が
２
月
９
日
、

16
日
に
視
聴
覚
教
室
で
行
わ
れ
、
１
年
生
は
資
料
を
ま

と
め
た
冊
子
を
使
っ
て
、
班
ご
と
に
趣
向
を
凝
ら
し
た

発
表
を
行
い
ま
し
た
。

お
茶
に
は
さ
ま
ざ
ま
な
成
分
が
含
ま
れ
て
い
て
、
自

分
の
知
っ
て
い
る
以
上
に
さ
ま
ざ
ま
な
効
能
が
あ
る
こ

と
を
詳
し
く
知
る
こ
と
が
で
き
た
。
お
茶
を
飲
む
と
い

ろ
い
ろ
な
予
防
に
な
り
、
体
に
良
い
も
の
だ
と
わ
か
っ

た
。
僕
た
ち
高
校
生
は
ジ
ュ
ー
ス
や
炭
酸
飲
料
水
を
よ

く
飲
ん
で
い
る
け
ど
、
ジ
ュ
ー
ス
類
を
飲
み
す
ぎ
る
と

糖
尿
病
に
な
る
可
能
性
が
あ
る
の
で
、
こ
れ
か
ら
は
健

康
に
気
を
遣
っ
て
お
茶
を
飲
み
た
い
と
思
っ
た
。

	

（
お
茶
班
）

宮
川
に
は
い
ろ
い
ろ
な
歴
史
が
あ
る
こ
と
を
知
り
ま

し
た
。
過
去
に
何
度
も
日
本
一
の
清
流
に
な
っ
て
い
た

と
は
気
付
き
も
し
ま
せ
ん
で
し
た
。
ま
た
、
昔
は
干
ば

つ
や
洪
水
で
と
て
も
扱
い
に
く
い
川
だ
っ
た
と
い
う
こ

と
を
知
り
ま
し
た
。
今
、
世
界
的
に
水
が
不
足
し
て
い

る
の
で
、
日
本
人
は
も
っ
と
水
を
大
切
に
し
た
方
が
良

い
と
思
い
ま
し
た
。
僕
も
今
後
は
無
駄
に
し
な
い
よ
う

に
し
ま
す
。	

（
宮
川
班
）

僕
た
ち
は
、
今
ま
で
ゴ
ミ
問
題
に
関
心
が
あ
り
ま
せ

ん
で
し
た
が
、
今
回
の
総
合
学
習
で
、
現
代
日
本
の
ゴ

ミ
問
題
の
状
況
に
つ
い
て
深
く
知
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
特
に
興
味
を
持
っ
た
の
は
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
で
、
こ

の
よ
う
な
恐
ろ
し
い
有
害
物
質
を
減
ら
す
に
は
大
量
消

費
・
大
量
廃
棄
社
会
か
ら
の
脱
却
が
キ
ー
ポ
イ
ン
ト
で

す
。	
（
ゴ
ミ
問
題
班
）

南伊勢高校 度会校舎通信

Minamiise High School
Communication vol. 71
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Close Up わたらい

３月１２、１３日の両日、近畿２府５県の
参加１６チームで運営する近畿教育リーグが
奈良県で開催され、度会エンペラーズが参加
しました。
初日に４ブロックでリーグ戦を行い、全勝
した度会エンペラーズは、２日目の１位ブ
ロックに進み、トーナメントを勝ち上がり、
見事グランドチャンピオンに輝きました。
なお、度会エンペラーズは、３月２８～
３０日に、宮城県で開催が予定されていた第
４回全日本春季小学生女子ソフトボール大会
に出場する予定でしたが、東北地方太平洋沖
地震の影響により大会が中止されました。

町営住宅城山団地が完成

度会エンペラーズ
近畿教育リーグで優勝

３月１７日、進められてきた町営住宅城山団地の新
築工事が終了し、同月２４日、完成披露式を行いました。
昭和３３年に建築された旧城山団地は老朽化が進
み、随時、修繕を行いながら利用してきましたが、多
様化した住民ニーズに対応し、住宅に困窮する低所得
者に対して生活の安定と社会福祉の増進を図るため、
平成２１年度から２２年度にかけて社会資本整備総合
交付金などを活用しながら新築事業を進めてきました。
完成した新団地は、地域優良賃貸住宅として中堅所
得者向けに３ＤＫを１戸、住宅に困窮する低所得者向
けに２ＤＫを３戸、１ＤＫを８戸、全戸オール電化の
バリアフリー住宅として建築しました。
完成披露式では、副町長から現在に至るまでの事業
の経緯が説明され、設計監理や施工に携わった業者に、

町長から感謝状が贈呈され
ました。
新団地には、４月上旬か

ら入居を開始する予定です。
施設の概要

▷施 設 名　度会町営住宅城山団地
▷所 在 地　度会町棚橋１５０６番地１
▷構 造　木造平屋建２棟１２戸
▷戸 数　１ＤＫ８戸、２ＤＫ２戸、３ＤＫ１戸

（地域優良賃貸住宅）
▷主な設備　ＩＨクッキングヒーター、給湯設備、

バス、トイレ、駐車場
▷総事業費　１４１，９００，０００円
▷設計監理　一級建築士事務所西井設計
▷施 工　（株）東出林業
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３月１７日、役場会議室を会場に、地域活性化のた
めの集いが開催され、宮川流域の区長をはじめ、取り
組みに関心のある方など１６人が参加しました。
会議は、昨年度、一之瀬川流域の５つの団体が「地
域資源を守る会」を正式に発足され、活動が軌道に乗
りつつあることを踏まえ、続いて宮川流域の組織化を
促進したいとの考えから実施されました。町長自らの
思いが伝えられた後、先進団体として「牛草山を守る
会」の橋本丈男会長（日向）から、組織化に至る経緯

や流域全体としての取組状況など、今後の参考となる
報告を受けました。
「美し国おこし・三重」説明会を開催
準備会閉会後は、県主催の「美し国おこし・三重」

の取り組み説明会が行われ、地域の可能性や課題、地
域づくりのアイデアやヒントなどを発見する良い機会
となりました。

各地区で大切に守り続けている文化財などの資源を
後世に残すことは言うに及ばず、一歩進めて地域の団
結を深め、新たな観光スポットとして活用するなど、
地域活性化の足掛かりとなるよう、町では今後も資源
単位による「地域資源を守る会」の組織化を呼び掛け
ていきたいと考えています。少しでも興味のある方は、
お気軽にご相談ください。
▷問合先　役場政策調整室（☎６２－２４２３）また
は県政策部「美し国おこし・三重」推進室伊勢駐在
（☎２７－５１１８）

３月１３日、度会中学校体育館で第３６回町民剣道
大会が開催され、声援に包まれた会場内では、熱い戦
いが繰り広げられました。
教室毎にチーム編成し、行われた小学生団体戦では、
小川郷Ｂチームが優勝を果たしました。大会結果は次
のとおりです。

大会結果（敬称略）
小学生（団体戦）
優　勝　小川郷Ｂチーム　準優勝　一之瀬Ａチーム
３　位　小川郷Ａチーム・内城田Ｂチーム

小学生低学年の部（個人戦）
優　勝　久保田祐胡（小川郷）
準優勝　井上　　秀（小川郷）
３　位　中井　彩絢（内城田）・田邉　晴希（中　川）

小学生高学年の部（個人戦）
優　勝　中村　僚我（小川郷）
準優勝　久保田涼哉（小川郷）
３　位　福岡　寛高（一之瀬）・喜多　蒼太（中　川）

中学生（個人戦）
優　勝　竹内　拓馬（度会中）
準優勝　中野　翔太（度会中）
３　位　堤　　健人（度会中）・西井　源記（度会中）

敢闘賞　西村　莉子（一之瀬）・中村吏久斗（小川郷）
　　　上水　基暉（中　川）・清水　航平（度会中）
　　　竹内　克輝（度会中）

宮川流域「地域資源を守る会」
組織化に向けた準備会開催

小川郷Ｂチームが団体戦優勝
町民剣道大会
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Close Up わたらい

去る２月２３日、自衛隊入校・入隊予定者の激励会
が、役場町長室で行われました。
今春、当町から中野黎さん（大野木）が防衛大学に
入校、米田哲也さんが陸上自衛隊久居教育隊へ入隊す
る予定として開かれた激励会には、入校・入隊される
２人のほか、自衛隊三重地方協力本部の本山副本部長
や度会町自衛隊協力会副会長の喜多壽一さん（田口）、
西村昌平さん（大野木）など関係者９人が同席しました。
町長は「自衛隊員は、尊い生命と財産を守る重要な
役割を担う。忍耐を持って、みんなのために頑張って」
と激励し、引き続き、本山副本部長などから激励の言
葉が贈られました。入校・入隊予定の２人は「１日で
も早く慣れて自衛隊の一員として任務を果たしたい」
など、力強く抱負を述べました。

また、協力会連合会からの激励品が喜多さん、西村
さんから２人に手渡されました。

３月９日、地域交流センターにある放課後児童クラブ
で、３年生のお別れ会とマジックショーが行われました。
今年度で利用を終える３年生児童のうち９人がお別
れ会に参加し、同センター職員から３年生自らが絵付
けしたマグカップとメッセージカード、お菓子を詰め
合わせたプレゼントが手渡され、１、２年生からお礼
の言葉が贈られました。
またこの日は、禰

ね

宜
ぎ

田
た

谷
や

忠さん（伊勢市）のご厚意
により、ひもを使ったマジックや畳んだ紙袋から立体
の箱を出すマジック、人形を使った腹話術などが披露
され、この日利用した児童３２人は、不思議そうな表
情で食い入るように見入っていました。

２月２２日、わたら村有限責任事業組合の岡出幸久
代表（小川）が、緑清苑・町社会福祉協議会を訪れ、
わたらい茶うどんを寄贈しました。
町特産品として開発されたわたらい茶うどんは、わ

たら村有限責任事業組合で取り扱う商品の一つ。緑清
苑に８０食、町社会福祉協議会に７０食が寄贈され、
中村町社会福祉協議会事務局長は「大変ありがたい。
利用者に食べていただくようにしたい」と感謝してい
ました。

自衛隊入校・入隊予定者を激励

放課後児童クラブ
３年生のお別れ会・マジックショーを開催

わたら村有限責任事業組合
緑清苑・町社協にわたらい茶うどんを寄贈

13 広
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お知らせ
Watarai Information

「ＥＭぼかし作り」講習会
参加者募集
ＥＭ菌を使った堆肥材「ＥＭぼか
し」と生ごみを利用して、環境に配
慮した肥料作りをしてみませんか。
▶	開催日時　５月１５日（日）
午前１０時３０分～正午まで
▶開催場所　伊勢リサイクルプラザ
（伊勢市西豊浜町）
▶持 ち 物　蓋

ふた

付き発泡スチロール
箱（縦、横、高さの合計が９０㎝
以内）、エプロン
▶定 員　３０名
▶参 加 費　１００円
▶申込・問合先
伊勢リサイクルプラザ
（☎３８−２８００）

常設人権相談所電話番号統一化の
お知らせ
法務局・地方法務局およびその支
局の常設相談所電話番号が、次のと
おり統一します。
なお、統一後も従前の電話番号に
電話できます。
▶統一番号
０５７０-００３-１１０
▶統一開始日　４月１８日（予定）
▶問 合 先
津地方法務局人権擁護課
（☎０５９−２２８−４１９３）

水道検針区域を変更
昨年度まで、地域の水道検針員が
区・自治会単位で各家庭の水道メー
ターを検針していましたが、地域単
位での検針員の確保が難しくなって
きたこと、また、水道メーター検針
用携帯端末機（ハンディターミナル）
を導入（７月予定）することから検
針区域を見直しました。
平成２３年４月からは、１１人の
検針員が水道メーターの検針を行い
ます。一人の検針員の受け持つ区域
が、区・自治会をまたぐ区域（中川・
小川郷・一之瀬地区が各２区域、内
城田地区が５区域）となりますので、
ご理解とご協力をお願いします。
検針時の事故防止のため、犬は、
出入口やメーターボックス周辺から
離してつないでください。
※検針員は、検針員証を携行して
います。
▶問 合 先　役場生活環境課
（☎６２−２４１５）

「平成23年度度会町カレンダー」
のお詫びと訂正
「平成２３年度度会町カレンダー」
４月のページ中、４月９日（土）欄
『いきいきライフ教室（大久保）』は
誤りで、その日の開催はありません。
お詫びして訂正します。

子育て支援教室
『おやつを作ろう』を開催
▶開催日時　４月２２日（金）
午前１０時３０分～１１時３０分

▶開催場所　町子育て支援センター
▶対 象　保育所に行っていない
１歳以上のお子さんとその保護者

▶内 容　簡単なオープンサンド
を作る

▶定 員　親子２０組（先着順）
▶参 加 費　１００円
▶準備するもの　お茶、おしぼり
▶申込期間
４月１１日（月）～１５日（金）

▶申込・問合先
町子育て支援センター
（☎６３−００７０）

「よい歯でいきいきコンクール」
参加者募集
（社）伊勢地区歯科医師会では、
６月５日（日）に開催される歯の衛
生週間事業の一環として「よい歯で
いきいきコンクール」を実施します。
▶参加資格　伊勢市・度会郡在住の
８０歳以上の方で、２０本以上の
歯を有する方

※治療の有無は問いません。
▶参加期間
４月１５日（金）～５月１１日（水）

▶参加方法　当会会員の歯科医院で
無料の審査が必要

※参加資格の確認、書類審査
そのほか、詳しくはお問い合わせ

ください。
▶問 合 先　（社）伊勢地区歯科医
師会事務所内「歯の衛生週間事業」
実行委員会（☎２４−１９０４）

Watarai Information
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東北地方太平洋沖地震に伴う
支援について
３月１１日、三陸沖で未曾有の地震・

津波が発生し、東北地方を中心に、各
地で深刻な被害がもたらされました。
町では、被災された方々の救援・

被災地の復興などを支援するため、
義援金を受け付けています。寄せら
れた義援金は、日本赤十字社を通じ、
復興に充てられます。皆さんのご理
解とご協力をお願いします。
東北地方太平洋沖地震義援金
▶受付期限　４月２８日（木）
▶義援金箱設置場所　役場総務課窓
口、役場１階出納室前

▶義援金受付口座
①伊勢農業協同組合
◦口座の種別　普通
◦口座番号　００２５２４３
◦口座名義　度会町東北関東地震義
援金

②郵便振替口座
◦口座記号・番号　００８４０−８
−１８２６４９

◦加入者名　度会町役場
※通信欄に「度会町東北関東地震義
援金」と記入
２，０００円を超える支援をされ

る方で、希望される方には寄附金控
除用の「預かり証」を発行します。
役場総務課窓口でお申し付けくださ
い。振込の場合は、受領証を保管し
てください。
▶問 合 先　役場総務課
（☎６２−１１１１）

行政相談委員
小岸米子さんに再委嘱
４月１日付けで、小岸米子さんが、
町の身近な相談相手である行政相談
委員として、総務大臣から引き続き
再委嘱されました。
行政相談とは、国をはじめとする
特殊法人などの仕事について、皆さ
んから苦情や意見、要望を受け付け、
その解決の促進を図るため行われま
す。
定期的に開設する相談所だけでな
く、自宅においても快く相談に応じ
ていただけます。わからないこと、
困りごとなどをお持ちの方は、ご相
談ください。相談は無料で、秘密は
堅く守られます。
▶相談・連絡先
行政相談委員　小岸米子さん
（下久具）（☎６２−０２８４）
また、次のところでも毎日、行政
相談を受け付けていますので、ご利
用ください。
▶受 付 先
総務省三重行政評価事務所
行政相談課（津合同庁舎３階）
（☎０５７０−０９０１１０）
▶問 合 先　役場総務課
（☎６２−１１１１）

平成23年度前期　危険物取扱者試験を開催
乙種第４類・丙種試験
▶試 験 日　６月１２日（日）
▶試験会場　伊勢市観光文化会館
▶申込期間
４月１４日（木）～２５日（月）
※電子申請の場合は、４月１１日（月）
午前９時～２４日（金）午後５時
▶願書提出先　（財）消防試験研究
センター三重県支部
※願書は伊勢市消防本部、各分署・
出張所で取得できます。記入・提出
方法など、詳しくはお問い合わせく
ださい。
▶そ の 他　会場へは、公共交通機
関をご利用ください。
予備講習会
▶開催日時　５月１７日（火）
午前９時～午後５時
▶開催場所　伊勢市観光文化会館
▶講習科目　乙種第４類
▶定 員　１００人
▶受 講 料　４，０００円
※希望者のみ教材費が別途必要
▶申込期間　４月１１日（月）～５
月１０日（火）
▶申 込 先
（社）三重県危険物安全協会
（☎０５９−２２６−８３７８）
※申込方法など、詳しくはお問い合
わせください。
▶そ の 他　会場へは、公共交通機
関をご利用ください。
▶試験・予備講習会問合先
伊勢市消防本部予防課
（☎２５−１２６３）
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Watarai Information

子育て支援情報
●問い合わせは、町地域交流センター
（☎６３−００７０）または役場福
祉保健課（☎６２−１１１２）まで

保　健　情　報
●問い合わせは、役場福祉保健課
（☎６２－１１１２）まで

３歳６か月児健診
５月１８日（水）

受付：午後０時３０分～
０時４５分

場所：町保健センター
対象：平成１９年９月・１０月生ま

れのお子さん

乳　児　健　診
５月１８日（水）

受付：午後１時００分～１時２０分
場所：町保健センター
対象：
◦２か月児健診
平成２３年３月生まれのお子さん
◦７か月児健診
平成２２年１０月生まれのお子さん

育児相談（保健相談および栄養相談）

５月６日（金）
受付：午前１０時～１１時
場所：町地域交流センター
対象：０歳から６歳までのお子さん

産 バザールわたらい
直市　　　　　

▶開催日時　毎週日曜日
午前９時～１１時

▶開催場所
宮リバー度会パーク
バザールわたらい

▶問 合 先
役場産業振興課
（☎６２－２４１６）

地元産の新鮮な野菜やお茶、手作りお菓子、漬け物などを
販売しています。多数のご来店をお待ちしています。

子育て支援センターでは
メールでの相談も受け付
けています
メールアドレス
watako@amigo2.ne.jp

遊・友・YOU くらぶ

５月２５日（水）
　　　ひよこグループ
５月２６日（木）
　　　うさぎグループ

時間：午前１０時３０分～正午ごろ
場所：町子育て支援センター
※初回のみ要申込み

わたっこ広場開放

月曜日～金曜日

時間：午前９時３０分～
　　　午後２時３０分
場所：町子育て支援センター
対象：保育所に行っていないお子さん
※多目的ホールが事業で使用できな
いときは、創作活動室をご利用くだ
さい。

地区巡回広場わたぼうし

５月１２日（木）
　町地域福祉センター
　一之瀬支所
５月１９日（木）
　麻加江生活改善センター

時間：午前１０時～
　　　１１時３０分ごろ
内容：保育士による手遊び、自由遊

びなど
対象：保育所に行っていないお子さん

支 障害者相談　
援センター

『ブレス』巡回相談
▶開催日時
４月８日（金）・２２日（金）
午前１０時～午後４時

▶開催場所
役場１階第１会議室

▶申込・問合先
役場福祉保健課（☎６２－
２４１３）または伊勢・度会地
区障害者相談支援センター『ブ
レス』（☎２０－６５２５）

固 定 資 産 税　第１期

※口座振替日は、４月２７日（水）
です。預貯金残高の確認をお願い
します。

4月の 町 税
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今 シリーズ
夜の夕食

度会町食生活改善推進協議会

おもてなし料理　春彩巻き寿司

暮 　　　　　
らしガイド

■度会町役場　開庁時間　ａｍ８：３０～ｐｍ５：１５
※昼の休憩時間は２班交代制での執務

おめでた

おくやみ

２月中に届出のあった方（敬称略）

 子の名前	　　保護者名　  字名

山本　悠
ユウ

人
ト

	 光洋	 棚　橋

福井　柊
シュウ

人
ト

	 篤史	 大野木

稲木　アンセル	 ジャスティン	 南中村

２月中に届出のあった方（敬称略）
　名　前	 年齢	 字名
岡村　三五郎	 ７９	 棚　橋
山下　ちゑの	 ８８	 大野木
若宮　義定	 ８２	 大野木
岡村　喜由	 ８８	 田　間
西田　ふゆの	 ９３	 栗　原
木岡　里	 ８９	 脇　出

■度会町役場
◦総務課	 （代）６２－１１１１
・行政係
・財政係
◦政策調整室	 ６２－２４２３
◦税務住民課
・戸籍住民係	 ６２－２４１１
・年金保険係	 ６２－２４１１
・住民税係	 ６２－２４１４
・資産税係	 ６２－２４１４
◦福祉保健課
・福祉係	 ６２－２４１３
・支援係（地域包括支援センター）
	 ６２－１１１８
・保健係（保健センター）
	 ６２－１１１２
◦生活環境課	 ６２－２４１５
◦建設課	 ６２－２４２０
◦産業振興課
・農林係	 ６２－２４１６
・振興係	 ６２－２４１６
◦出納室	 ６２－２４１０

◦議会事務局	 ６２－１１１３
◦教育委員会事務局
	 （代）６２－２４２２
・学校教育係
・社会教育係
◦夜間・休日宿日直室
	 ６２－１１１４
■保育所
◦棚橋保育所	 ６２－００７４
◦長原保育所	 ６４－００２２
◦中之郷保育所	 ６２－００７０
■地域交流センター
	 ６３－００７０
■社会福祉協議会	 ６２－１１１７
■わたらい緑清苑	 ６２－２２００
■美化センター	 ６２－０２４９
■中央公民館	 ６２－１５８８
■度会小学校	 ６２－０００４
■度会中学校	 ６２－０１９４
■バザールわたらい
	 ６３－０３３３

卒業・入学・就職など、春は何かと行事の多い季節です。
そんな晴れの日に、見た目は華やかなのに、特別な材料は一
切必要のない簡単な寿司などいかがでしょうか。ぜひ、お試
しください。

材料（４人分）

❶ナバナは、塩湯がきし、薄口しょうゆをかけて軽く
味をつけておく。青ジソは、千切りにする。

❷生シイタケとニンジンは、みじん切りにする。
❸鍋に②と調味料Ａを加え、煮る。
❹米を研ぎ、炊く。炊き上がったら、寿司酢と③を混
ぜ合わせる。

❺卵焼き器に油を熱し、薄焼き卵を８枚作る。
❻マグロは、⑤の長さに合わせて、棒状に切り、調味
料Ｂにつける。

❼⑤を敷いて、④、⑥、①をのせて巻き、斜めに切る。

作り方

ナバナ	 ２～３本
薄口しょうゆ	 適量
青ジソ	 ４枚
生シイタケ	 １枚
ニンジン	 ４０ｇ
　　だし汁	 ５０㏄
Ａ　砂糖	 大さじ２分の１
　　薄口しょうゆ	 大さじ２分の１

米	 １．５カップ
油	 適量
寿司酢	 ６０～６５㏄
卵　	 ４個
マグロ（赤身）	 ８０ｇ

Ｂ　砂糖	 大さじ２分の１
　　濃い口しょうゆ	 大さじ２
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　京都造形芸術大学映画学科２回生の大西礼芳さ
ん。大西さんは、今年、成人式を迎えられ、目標
に向かって日々努力を続けられています。

★成人式を迎えて
まだ学生で、２０歳になったからといって急な変
化もないですが、社会的に責任が生まれたという
実感があります。

★学校・進路について
映画美術の道に進もうと思って入学しましたが、
今はプロジェクトがきっかけで、俳優を目指そう
と思っています。授業で教えてくれるのは、先生
と言っても本業はプロのスタッフの方々で、学生に
求めるものは厳しく、日ごろから甘えはききません。

★プロジェクトとは
１回生のとき、大学の一大プロジェクト「北白川派
映画芸術運動」として、映画界の第一線で活躍さ
れている高橋伴明監督をはじめプロのスタッフ、
学生が一緒になって映画を制作しました。タイトル
は「ＭＡＤＥ ＩＮ ＪＡＰＡＮ　-こらッ！-」で、
わたしは、その映画のオーディションに合格し、
主演を努めることができました。映画では、女優の
松田美由紀さんや松原智恵子さん、浅見れいなさん
などと共演し、スタッフも各部門のトップにプロを
擁し、学生が助手を務めました。５月には京都、６
月には東京の一部など公開も決定していて、大阪・
三重も公開を検討しています。ぜひ見てください。

★度会町について
このままであって欲しい。帰ってきたら落ち着き
ます。星がきれいで、京都ではとても見ることが
できません。

度会町

町のうごき
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今月の表紙編 集 後 記

桜の咲く４月。いよいよ新年度がスタートしました。
皆さんの家庭でも、保育所や学校、就職、異動など新
たなスタートを切る方もたくさんいることでしょう。
今月号では、新年度予算編成や条例改正をはじめと
した第１回定例会を中心に助成事業などをお知らせし
ました。
来月から広報紙もリニューアルする予定です。今年
度もたくさんの行政情報や町の話題などをお伝えして
いきます。「広報わたらい」をよろしくお願いします。

人　口	 男　４,３４２（＋　１）	 出生　　３
女　４,６１６（＋　１）	 死亡　　９
計　８,９５８（＋　２）	 転入　２１

世帯数２,８２４（＋　２）	 転出　１３

平成２３年２月２８日現在
(　 ) 内は前月比
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度会小４年生　アマゴ放流
３月２４日、度会小学校４年生８７人が、宮リバー度会パー
ク下の宮川へアマゴの稚魚や成魚合わせて約１，３００匹を放
流しました。
生き物への愛情や自然環境に関心を持ってもらおうと町商工
会が企画し、児童らは「あめごの里」から昨年１１月、卵を譲
り受け、学校近くの山の湧き水で育て、今年１月からは１日２
回の当番制でエサやりをしました。
児童らは、自分たちで育ててきた体長２、３センチほどの稚
魚約１，０００匹と、あめごの里から提供された体長１５～２
０センチ程度の成魚約３００匹をバケツに分けて宮川に放し
「うまく放すのが難しかったけど楽しかった」「アマゴが増える
ように宮川をきれいにしたい」と話してくれました。


